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http://www.nacsj.or.jp/shidoin/index.html
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AKAYA

104-0033 1-16-10 2F
TEL 03-3553-4107 FAX 03-3553-0139
http://www.nacsj.or.jp akaya@nacsj.or.jp

378-0015 528-16
TEL 0278-22-2119 FAX 0278-22-2192
amiah@green.ocn.ne.jp

378-0018 3923-1
TEL 0278-60-1272 FAX 0278-24-5562
http://www.kanto.kokuyurin.go.jp/akaya/akayaproject/
akaya_postmaster@rinya.maff.go.jp
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現在
サポーター 開催 サ月平均 全月平均

登録者数 ｻﾎﾟｰﾀｰ 地域協会 赤セ NACＳ-J 林野職員 その他 計 延べ日数 参加者数 参加者数 炭窯関係 テンモニ 南ヶ谷湿地 豊凶調査 生物調査 環境整備

H16 132 38 56 36 26 2 290 14 9 21

赤谷プロジェクト協定締結
赤谷森林環境保全ふれあ
いセンター設置 7

いきもの村建物等整備作業
（7月）、赤谷の日活動開始
（10月）

H17 310 66 74 38 40 58 586 20 16 29
赤谷プロジェクト「いきもの
村」お披露目 8 8 0 2 8 4

赤谷の炭焼きを語る会（6月）
きのこ調査隊（群馬県きのこ
同好会）（10月）※1、2月中
止

H18 282 58 40 52 8 18 458 22 13 21 6 11 0 9 7 6
猛禽類フィールドワーク研修
会（7月）、ホンドテンモニタリ
ング研修（8月）、※1月中止

H19 44 264 28 30 51 6 6 385 22 12 18
「2号治山ダム」の撤去を
決定
サポーター登録制度開始

4 11 7 7 5 7
地域の伝統文化を学ぶ（伐
採搬出）（4月）、※3月中止

H20 48 293 42 29 49 0 2 415 22 13 19 1 11 11 8 2 2

赤谷の日講座（山梨森総研：
長池）（6月）、赤谷自然文化
車座座談会（8～3月）、※1
月中止

H21 49 346 57 57 64 1 47 572 24 14 24
「2号治山ダム」の撤去工
事完了 2 12 8 8 9 1

赤谷自然文化車座座談会
（4～3月）

H22 49 359 59 67 59 2 12 558 23 16 24
赤谷の森　管理経営計画
書完成（Ｈ23年度̃H27年
度）

5 10 8 8 10 8

赤谷自然文化車座座談会（4
月）そば打ち（7月）、ヤマビ
ル調査（4～12月）、※1月中
止

H23 48 245 38 66 33 9 12 403 22 11 18

第2期赤谷プロジェクト協
定締結
南ヶ湿地保全管理計画書
2011作成

7 11 8 7 8 3
南ヶ谷・テンモニ・豊凶調査、
※4月中止（地震の影響のた
め）

H24 51 162 51 32 44 2 31 322 25 6 13

赤谷プロジェクト広報戦力
作成
たくみの里赤谷プロジェク
トＰＲブースオープン

3 11 9 7 9 8
人工林管理を学ぶ（9月）
赤谷の日改良意見交換（2
月）

計 2,231 386 419 382 92 157 3,667 194 12 19 36 85 51 56 58 46

※　参加者数は、1日及び半日参加などでも一人としてカウント
※　参加者数は、赤谷の日活動ペーパーに記載のあった名前をカウント
※　活動項目は、赤谷の日活動ペーパーから主だった活動選定
※　生物調査は、ムササビ・コウモリ・蝶・鳥、ヤマビル等
※　備考欄は、イベント等で、その年度の特徴的な取組を記載
※　参加者数は、H16̃24年度のまでの計

赤谷の日 参加者数の推移

赤谷森林ふれあい推進センター作成

平成24年度末

主な活動内容
イベント等年度

参加者数
主な出来事
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資料　6

赤谷の森だよりの掲載内容一覧（第4号～13号）

テーマ 撮影者 テーマ 執筆者 テーマ 分類 執筆者 所属等 テーマ 執筆者 所属等

4
赤谷の森の最高
峰（仙ノ倉山）

晩秋の小出俣林道を歩く
林泉（地域協議
会）

赤谷プロジェクト概要 赤P 赤セ
時間がないんだ
森林は・・・

岸　昌孝
ＮＰＯ利根川上下流連
携支援センター副事務
局長

5
様々な歴史を刻
む（小出俣エリア）

一本の木の生涯 中村隆史（赤セ） 大型猛禽類の調査を通じて 猛禽類 山崎　亨
赤谷プロジェクト猛禽類
モニタリングWG座長

高等学校におけ
る環境教育

松井孝夫
群馬県立尾瀬高等学
校自然環境課主任

6
ミズナラ、猛禽調
査等

森を科学するとは
茅野恒秀（日本
自然保護協会）

赤谷の森と植生管理の活動につ
いて

植生 亀山　章
赤谷プロジェクト自然再
生モニタリング会議座
長

アメリカ・カイバブ国有
林におけるオオタカの研
究と保全

遠藤孝一
日本オオタカネットワー
ク代表

7 冬の森林
五年目を迎える赤谷プロ
ジェクト

岡村興太郎（地
域協議会）

赤谷の森とホンドテン調査につい
て

ほ乳類
テン

足立高行
応用生態技術研究所
所長

求められている環
境教育

春田　隆
群馬県立利根実業高
等学校　グリーンライフ
科長教諭

8
下層に広葉樹が
生育するカラマツ
人工林

森林の取扱いの難しさ
藤江達之（関東
森林管理局）

赤谷プロジェクト概要 赤P 茅野恒秀 日本自然保護協会

9 炭窯・カヤ刈り 暮らしが物語る森と人間
茅野恒秀（日本
自然保護協会）

AKAYAプロジェクトと環境教育
環境教
育

横山隆一
日本自然保護協会　常
勤理事

10 雪景色
環境の時代における全
国初の取り組み

河合明宣（地域
協議会）

赤谷プロジェクトと地域づくり－
旧三国街道の活用を通じて－

地域づ
くり

茅野恒秀・土
屋俊幸

日本自然保護協会・自
然環境モニタリング会
議委員会

11 新治小遠足
持続的な地域づくりに取
り組んでいます

林　泉（地域協
議会）

赤谷の森の渓流環境
渓流環
境

相原慎二 赤セ
里山と人との関わりのこ
れからをみつめて

深津　加津
枝

京都大学　准教授

12
仙ノ倉直下から赤
谷を望む

三国街道でお宝探し 田中直哉（赤セ）

プロジェクトが発足してからわ
かったこと（赤谷の森のイヌワシ・
クマタカ）

猛禽類 山崎　亨
赤谷プロジェクト猛禽類
モニタリングWG座長

次世代を育む活
動の必要性

利根川　太
郎

みなかみ町立新治小学
校長

13
茂倉沢治山ダム・
ムタコの日・ムタ
コ沢水質調査

ともに共に歩むことの大
切さ

茅野恒秀（日本
自然保護協会）

赤谷地域の国有林の計画づくり
に向けて

森林計
画

関東森林管理局計画
課

体験型環境教育
との出会い

岡田千穂
みなかみ町立新治中学
校教諭

番号
表紙 コラム 赤谷プロジェクト紹介 赤谷プロジェクトに望むこと
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資料　6

赤谷の森だよりの掲載内容一覧（第14号～22号）

テーマ 撮影者 テーマ 撮影者 テーマ 執筆者 所属等 テーマ 執筆者 所属等

14
クロサンショ
ウウオ

竹村秀雄
星野理恵
子

ブナ・モリアオガエル
等

茅野恒秀
竹村秀雄
林　　武
川端自人

木材、薪、炭、肥料・・・
生活を支えていた赤谷
の森

地域づ
くり

茅野恒秀
岩手県立大学
総合政策学部
講師

赤谷プロジェ
クトに望むこと

西田真哉
トヨタ白川
郷自然学校
長

15 ムタコの日 安田剛士
立ち枯れしたブナ・
オコジョ等

茅野恒秀
出島誠一
竹村秀雄
前田　修

センサーカメラとテンモ
ニ隊の活躍

ほ乳類
テン

足立高行
応用生態技術
研究所　所長

赤谷プロジェ
クトに望むこと

藤江達之
森林総合研
究所

16
ニホンカモ
シカ

青木邦夫
オオカメノキの冬芽・
ウサギの足跡等

茅野恒秀
竹村秀雄
星野理恵子
小鮒　守
平井希一

自然の森の姿 植生 亀山　章
自然環境モニ
タリング会議
座長

赤谷プロジェ
クトに望むこと

江戸家猫八
動物ものま
ね演芸家 テーマ 執筆者 所属等

17 熊の親子
初夏の三国は、ツツ
ジ街道

竹村秀雄
川端自人

新たな森づくり、スター
ト！
「赤谷の森管理経営計
画」

森林計
画

関東森林管理
局計画課

赤谷プロジェ
クトに望むこと

清水英毅
森林塾青水
塾長

活動の紹
介

藤田　卓 サポーター

18 ムタコの日 美しいチョウたち

小林茂男
出島誠一
前田　修
藤田　卓

人工林を自然に戻して
みようという試み

植生 塚田夢人
東京農工大学
森林生態学研
究室OB

自然は素晴ら
しい資源

施井真希子
みなかみ町
観光協会

ホンドテン
モニタリン
グ調査

青木邦夫 サポーター

19
初冬の三国
山

『赤谷の森、樹木た
ちは今！』

平井希一
赤セ
和田晴美
福田耕二
竹村秀雄
小鮒　守

姉妹プロジェクト「綾の照
葉樹林プロジェクト」につ
いて

その他 土屋俊幸
自然環境モニ
タリング会議委
員会

赤谷プロジェ
クトに望むこと

岸　良昌 みなかみ町長豊凶調査
豊凶調査
チーム

サポーター

20 ブナの実生 竹村秀雄

『ハイキングコースで
可憐な草花と出会
う！』

越尾　武 「赤谷の森のコウモリ」
ほ乳類
コウモ
リ

三笠暁子
コウモリの会事
務局

赤谷プロジェ
クトに望むこと

河合明宣 地域協議会 南ヶ谷湿地
竹村秀雄
和田晴美
前田　修

サポーター

21
樹液を吸う
カブトムシ♂
♀

赤セ
カブトムシ採りの思
い出

画像：赤セ
文：小池俊弘

スギの人工林を”自然に
戻す”実験を始めました

植生 藤田　卓
日本自然保護
協会

人と自然が共
生できる環境
へ

阿部政英 高原千葉村
成功したヤ
マビル対策

坂口・星野 サポーター

22
春を待つフ
キノトウ

松田大介
三国山・平標山の
花々

林ふさ子
ニホンザルを調べてみた
ら

ほ乳類
サル

安田　剛士 地域協議会
「畏敬の念と
感謝」

小林友子
新治小学校
六年担任

オオムラサ
キの幼虫探
し

前田　修
小林茂男
小鮒　守

サポーター

サポーター活動の紹介

番号
表紙 赤谷の森写真館 赤谷の森でわかったこと 赤谷プロジェクトに望むこと
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日本自然保護協会会報誌「自然保護」の掲載記事一覧

掲載号 年 月 コーナー名 タイトル

473 2003 5 活動最前線 報告／「MIKUNIプロジェクト」が始動します！

474 2003 7 活動最前線 （仮）MIKUNIプロジェクト始まりました！

475 2003 9 活動最前線 AKAYAプロジェクト・地域の自然を調べるプログラムをスタートさせます

476 2003 11 活動最前線 報告／AKAYAプロジェクト、地域協議会発足

477 2004 1 活動最前線 AKAYAプロジェクト正式発足　生物多様性の復元を目ざします。

478 2004 3 活動最前線 案内／AKAYAプロジェクトサポーターチームの活動が始まりました。

479 2004 5 活動トピックス 案内／AKAYAプロジェクト「協定」締結。地域環境管理が始まりました。

480 2004 7 活動トピックス 案内／AKAYAプロジェクトの「和みと自然体験の場づくり」に参加されませんか？

481 2004 9 活動トピックス 案内／AKAYAプロジェクトの作業小屋ができました！

482 2004 11 ふぃーるどへGO! 東芝の協賛でAKAYAの森に親子を招待しました！

483 2005 1 活動トピックス 毎月第１土・日曜日はAKAYAの日。森の玄関「いきもの村」にお出かけください。

483 2005 1 Reader's Forum／お便り ＡＫＡＹＡプロジェクトに参加しました。

484 2005 3 特集／自然を記録するスキルアップ術 映像に何を記録するのか（センサーカメラ）

484 2005 3 活動トピックス 地域住民・林野庁・NACS-Jによる国有林共同管理のしくみを公開

486 2005 7 OPINION 求められる思考の転換～AKAYAプロジェクトを通して

487 2005 9 活動クローズアップ AKAYAの情報を記録するためのＧＩＳベースマップができました。

488 2005 11 活動クローズアップ 「AKAYA型プロジェクト」を全国で企画するために。

489 2006 1 ナチュラリストになろう！／掲示板 掲示板／リアルネイチャーキャンプ「赤谷の冬の生きものたち」参加者募集！

489 2006 1 活動クローズアップ AKAYA／人工林を自然林へ修復するプログラムへの企業の方の参画をお待ちしています。

489 2006 1 活動クローズアップ AKAYA／生物多様性が回復していく「赤谷の森」を一緒に体感してみませんか。

490 2006 3 活動クローズアップ 参加募集／AKAYAの森の研修会案内

491 2006 5 ナチュラリストになろう！／赤谷の村の住人たち たくみ小屋のムササビ

491 2006 5 活動クローズアップ AKAYA／テンを指標とするモニタリングが進行中です。

492 2006 7 ナチュラリストになろう！／赤谷の村の住人たち ノスリが子育てに選んだ場所

492 2006 7 活動クローズアップ AKAYA／その場所を守るための行動を効果的に起こせるタイミングがあります。

493 2006 9 活動クローズアップ AKAYA／調査技術を磨く研修を経て「赤谷サポーター」が活躍されています。

493 2006 9 ナチュラリストになろう！／赤谷の村の住人たち ホンドテンに聞く森の様子

494 2006 11 ナチュラリストになろう！／赤谷の村の住人たち キノコが表す森の状態は？

494 2006 11 活動クローズアップ AKAYAプロジェクト／「渓流環境」を修復する実践モデルづくりが始まりました。

495 2007 1 ナチュラリストになろう！／赤谷の村の住人たち ツキノワグマの暮らす森

495 2007 1 活動クローズアップ 案内／AKAYAプロジェクト 企業CSR参画説明・相談会を開催します。

496 2007 3 ナチュラリストになろう！／赤谷の村の住人たち 姿なきノウサギの暮らしを知る

496 2007 3 活動クローズアップ AKAYA／地域の環境管理のためのモニタリング調査体制の構築方法。
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497 2007 5 活動クローズアップ 群馬／AKAYAプロジェクト・エリアで全国初の治山ダム撤去を行います。

498 2007 7 活動クローズアップ 群馬／「赤谷の森」に残る旧街道をフットパス網として活用します。

499 2007 9 活動クローズアップ 募集／AKAYAプロジェクト「赤谷の森」に会員の皆さまをご案内するツアーを催行します。

501 2008 1 活動クローズアップ AKAYA／赤谷の森の植生復元を協働で進める体制を構築しています。

501 2008 1 活動クローズアップ 「赤谷の森」を体感するNACS-J会員ツアーを開催しました！

502 2008 3 特集／渓流環境の修復を考える AKAYAプロジェクトの試みを応用性を高めて今後の治山事業に活かす（林野庁）

503 2008 5 活動クローズアップ AKAYA／今年度は「生物多様性復元のための植生管理の指針」と「自然誌活用システム」をつくります。

505 2008 9 活動クローズアップ 募集／環境教育にかかわる皆さん、関東ミーティング2008･AKAYAにご参加ください！

505 2008 9 活動クローズアップ 募集／「赤谷の森」を体感するNACS-J会員限定特別ツアーを行います！

506 2008 11 活動クローズアップ AKAYA／治山ダムの撤去に向け、流域の自然のモニタリングを行っています。

506 2008 11 活動クローズアップ 募集／「環境教育・関東ミーティング2008AKAYA」参加者募集中

507 2009 1 活動クローズアップ 報告／赤谷の森で、環境教育・関東ミーティング2008AKAYAを開催しました。

508 2009 3 活動クローズアップ AKAYA／AKAYAプロジェクト5年間の取り組み 赤谷型協働管理のしくみを全国へ波及させたい。

510 2009 7 活動クローズアップ 赤谷の森の生物多様性を紹介する『赤谷ノート』ができました！

511 2009 9 活動クローズアップ 「赤谷の森」を体感するNACS-J会員ツアーを行います！

512 2009 11 活動クローズアップ AKAYA／渓流環境復元のための治山ダム撤去工事が始まりました。

514 2010 3 活動クローズアップ AKAYA／全国各地のイヌワシ調査方法の基準を示し、赤谷からモデルを提案する。

515 2010 5 活動クローズアップ AKAYA／成果を国有林の森林計画に反映させ、生物多様性保全型の森林計画へ転換します。

517 2010 9 活動クローズアップ AKAYA／AKAYAプロジェクトエリアに体系的な自然林復元試験地を設定します。

518 2010 11 活動クローズアップ 赤谷基本構想パンフレットで地域との意見交換を進めています。

519 2011 1 くらしと自然のつながり再発見！ ⑨群馬県 赤谷の森

522 2011 7 活動クローズアップ AKAYA／AKAYAﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、新たな10年間の協定による活動を始めました。

525 2012 1 活動クローズアップ 赤谷の自然林復元実験を始め、100年調査を実施しました。

525 2012 1 活動クローズアップ 日本生態学会大会（滋賀県）でAKAYAプロジェクトの自由集会を行います。

526 2012 3 生物多様性の道プロジェクト 赤谷の森で「歴史的街道のハイキングマップ」づくりを始めました

528 2012 7 活動クローズアップ 赤谷の自然林復元100年モニタリング調査会にご参加ください！

529 2012 9 活動クローズアップ 地域の魅力を見える化する「マップづくり」
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号 年 月 表題 内容

1 16 4
三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画
（通称「赤谷プロジェクト」）がスタート

・赤谷プロジェクトの取組の説明（森林施業等・動植物のモニタリング調査・森林環境教育等）

6 16 9 赤谷プロジェクト近況報告 ・２００４年度第１回企画運営会議・活動拠点の整備を開始・地域説明会の開催

7 16 10 赤谷プロジェクト近況報告（第2弾） ・植生WG第１回会合を開催・写真コラム「赤谷の森から」の連載スタート！

8 16 11 赤谷プロジェクト近況報告（第3弾） ・「いきもの村」での活動本格化！・「自然観察指導員に学ぶ」

9 16 12 赤谷プロジェクト近況報告 ・11月の「いきもの村」・モニタリング検討委員会現地調査を実施・研究者グループ「赤谷の日」を視察

10 17 1 赤谷プロジェクト近況報告 ・12月の「赤谷の日」・全国森林環境保全ふれあいセンター担当者、「赤谷の森」に集合

11 17 2 赤谷プロジェクト近況報告 ・新春の「赤谷の日」・「いきもの村」での活動成果

猛禽類との共生を目指す取組
～生物多様性の保全に向けて～

・指針作成に向けた調査と知見の蓄積・希少野生動植物の生息・生育を守るための委員会の設置・研究機関、自然保護団体等との連携

赤谷プロジェクト近況報告 ・プロジェクトの成果（サポーターの獲得・２月の「赤谷の日」・「環境教育ミーティング」への参画

13 17 4 赤谷プロジェクト近況報告
・プロジェクトの成果（合意形成手法の確立・猛禽類などの生態の把握・研究者の関心の獲得）・3月の「赤谷の日」・２００４年度第２回企画運営会議を開催・写真コ
ラム「赤谷の森から」連載終了

14 17 5 赤谷プロジェクト近況報告 ・平成17年度のプロジェクトエリア内における森林施業予定地で現地検討会を開催・4月の「赤谷の日」

15 17 6 赤谷プロジェクト近況報告 ・春を迎えた「赤谷の森」・いきもの村のお披露目会の開催

16 17 7 赤谷プロジェクト近況報告 ・小学生が体験した環境教育・中学生が体験した環境教育

17 17 8 赤谷プロジェクト近況報告 ・様々な調査活動が本格化！・赤谷の日（テン糞隊）

18 17 9 赤谷プロジェクト近況報告 ・２００５年度・前期企画運営会議を開催・赤谷の森で「森林生態系スペシャリスト養成研修」を実施

森の価値を伝えて広めていける、新しい
動き～企業のCSR活動との連動～

・CSRと生物多様性保全・現在の日本企業の認識・赤谷プロジェクトにおけるCSR・生物多様性保全をめざしたCSR活動と国有林

赤谷プロジェクト近況報告 ・猛禽類モニタリングWG　２００５年度第１回会合の開催

20 17 11 赤谷プロジェクト近況報告 ・茂倉沢治山事業全体計画調査

21 17 12 赤谷プロジェクト近況報告 ・プロジェクトの相乗効果・高校生が「いきもの村」に

赤谷プロジェクト２００５年度・後期
企画運営会議を開催

・後期　企画運営会議を開催

赤谷プロジェクト近況報告 ・千葉市の中学校教員が「いきもの村」で環境教育の模擬体験

27 18 6 赤谷プロジェクト近況報告 ・「赤谷の日」での炭焼きを紹介

28 18 7 赤谷プロジェクト近況報告 ・「自然環境モニタリング会議・植生ＷＧ合同現地視察」を開催・6月の「赤谷の日」

29 18 8 赤谷プロジェクト近況報告 ・高校生への環境教育・植生WGによるプロット調査の実施

30 18 9 赤谷プロジェクト近況報告 ・赤谷の森で「森林生態系スペシャリスト養成研修」を実施

31 18 10 赤谷プロジェクト近況報告 ・平成18年　第１回企画運営会議を開催・小中学生への環境教育の実施

32 18 11 赤谷プロジェクト近況報告 ・植生調査について

33 18 12 赤谷プロジェクト近況報告 ・「赤谷の森」の自然散策会を開催・赤谷プロジェクトを多くの方々に見て頂きました

34 19 1 赤谷プロジェクト近況報告 ・第2回渓流環境復元WGが開催されました・林野庁業務研究発表で発表してきました

35 19 2 赤谷プロジェクト近況報告 ・地域の方々との猛禽類調査

36 19 3 赤谷プロジェクト近況報告 ・梶谷国有林野部長の視察がありました・関東森林管理局業務研究発表会で発表してきました

37 19 4 赤谷プロジェクト19年度の取組み ・プロジェクトの枠組み・具体的な活動

38 19 5 赤谷プロジェクト近況報告 ・「赤谷の森」にモリゾーキッコロがやってきた・さわやか自然百景・お知らせ（自然散策）

39 19 6 赤谷プロジェクト近況報告 ・渓流環境復元WG

40 19 7 赤谷プロジェクト近況報告 ・赤谷の森の自然散策を実施・「赤谷の森」で森林ふれあい実務研修を開催

41 19 8 赤谷プロジェクト近況報告 ・「第1回　赤谷の森フォーラム」を開催・植生ＷＧ、渓流環境復元ＷＧの現地検討会を開催・利根実業高校生に対する環境教育を実施

42 19 9 赤谷プロジェクト近況報告 ・ムササビの生活・ムササビはプロジェクトの協力者

43 19 10 赤谷プロジェクト近況報告 ・「第1回ムタコの日」が開催されました・千葉森林管理事務所との連携・森林生態系スペシャリスト養成研修の実施

44 19 11 赤谷プロジェクト近況報告 ・企画運営会議の開催・日本イヌワシ研究会　合同調査への協力・地元小学生への環境教育

45 19 12 赤谷プロジェクト近況報告 ・赤谷プロジェクトを支えるもう一つの力　サポーターの取組について・赤谷の森の自然散策について

46 19 1 赤谷プロジェクト近況報告 ・JICA海外研修「持続可能な森林経営の実践活動促進Ⅱ研修」・パナマ国別研修「保護区管理」コース研修・「アマゾン群馬の森」JICA草の根技術協力事業研修

47 20 2 赤谷プロジェクト近況報告 ・なぜホンドテン？・ホンドテンのモニタリング調査

25 18 4

関東森林管理局広報誌への掲載記事一覧表

12 17 3

19 17 10
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号 年 月 表題 内容

関東森林管理局広報誌への掲載記事一覧表

48 20 3 赤谷プロジェクト近況報告 ・センサーカメラを活用した取組について・赤谷の森の自然散策（冬版）の開催について

49 20 4 赤谷プロジェクト近況報告
・プロジェクト5年目の貼るが始まります・情報発信活動について（「赤谷の森だより」の発行・パンフレットの作成・マスメディアへの情報提供・HPの更新・「関東の森
林から」の定期的な近況報告）

特集号 20 4 赤谷プロジェクト ･事例

50 20 5 赤谷プロジェクト近況報告 ・モリゾーとキッコロが「赤谷の森林」にやってきた・4月の「赤谷の日」

51 20 6 赤谷プロジェクト近況報告 ・（独）森林総合研究所による植生調査・「コリドー現地検討会２００８in赤谷」の開催

52 20 7 赤谷プロジェクト近況報告 ・放送大学面接授業・千葉市中学生への環境教育の実施

53 20 8 赤谷プロジェクト近況報告 ・森林ふれあい実務研修の実施・ほ乳類モニタリングWGの開催・南ヶ谷湿地の調査

54 20 9 赤谷プロジェクト近況報告 ・環境教育関東ミーティングについて・「第３回ムタコの日」の開催

55 20 10 赤谷プロジェクト近況報告 ・林野庁長官赤谷プロジェクト視察・森林生態系スペシャリスト養成研修

56 20 11 赤谷プロジェクト近況報告 ・ＪＩＣＡ海外技術研修生の受け入れ・環境教育ワーキンググループ会議の開催・平成20年度　第1回企画運営会議の開催

57 20 12 赤谷プロジェクト近況報告 ・「赤谷の森」で自然散策・地元小学生に森林環境教育

58 21 1 赤谷プロジェクト近況報告 ・「環境教育・関東ミーティング２００８・ＡＫＡＹＡ」の開催

59 21 2 赤谷プロジェクト近況報告 ・「赤谷の日」の炭焼き・千葉森林管理事務所との連携・自然環境モニタリング会議の開催

60 21 3 赤谷プロジェクト近況報告 ・「モリゾー・キッコロ『森へ行こうよ！』」の撮影・「ニッセイ緑の環境講座」で赤谷プロジェクトの取組を講義・猛禽類モニタリングワーキングの開催

61 21 4 赤谷プロジェクト近況報告
・自然環境モニタリング会議、企画運営会議の開催・環境教育への取組（新治小での環境教育の実施・「赤谷の森」自然散策会の開催・新治中の総合学習への協
力・高原千葉村自然教室指導者講習会の開催）

62 21 5 赤谷プロジェクト近況報告 ・養成研修専攻科（第４８期）へ講義・「赤谷の日」の活動

63 21 6 赤谷プロジェクト近況報告 ・水生昆虫談話会メンバーの来訪・放送大学の面接授業・新治中学校総合学習への協力

64 21 7 赤谷プロジェクト近況報告 ・千葉市中学校への環境教育の実施・「赤谷の森自然散策」の開催

65 21 8 赤谷プロジェクト近況報告 ・ムタコ沢の水源かん養機能について・高校生への森林環境教育・植生管理の指針づくり

66 21 9 赤谷プロジェクト近況報告 ・レッツ！サマースクールでの森林環境教育・「ムタコの日」で住民参加の森づくり

67 21 10 赤谷プロジェクト近況報告 ・茂倉沢治山事業現地取材について・府中市緑の活動推進委員研修会・水生昆虫観察会の開催

68 21 11 赤谷プロジェクト近況報告 ・猛禽類調査について・自然環境モニタリング会議の開催・ＪＩＣＡ海外研修生の受け入れ

69 21 12 赤谷プロジェクト近況報告 ・JICA国別研修・インド環境森林省・茂倉沢治山事業・現地説明会の開催

70 22 1 赤谷プロジェクト近況報告 ・南ヶ谷湿地の堆積物調査・企画運営会議の開催・「赤谷の森を語る会」の開催

71 22 2 赤谷プロジェクト近況報告 ・1月の「赤谷の日」活動・植生管理ワーキンググループ

72 22 3 赤谷プロジェクト近況報告 ・現代都市文化研究会の視察・「赤谷の森自然散策」を開催・環境教育ワーキンググループの取組

73 22 4 赤谷の森から ・地元小学校で環境教育・自然教室指導講習会を開催･第2回企画運営会議の開催

75 22 6 赤谷の森から ・4月の「赤谷の日」の活動・「ムタコの日」実行委員会の開催

77 22 8 赤谷の森から ・赤谷の森自然散策を開催・地域の高校生への森林環境教育･植生管理ワーキンググループ現地検討会

79 22 10 赤谷の森から ・地域の小学生に森林環境教育・「ムタコの日」における森林整備活動

81 22 12 赤谷の森から ・森林生物多様性見学会・秋の自然散策

83 23 2 赤谷の森から ・ヤマビルの被害軽減に向け赤谷の森で落ち葉掃き・環境教育WGプログラム作成に向け現地検討階を実施

85 23 4 赤谷の森から ・赤谷プロジェクトの軌跡　第1回（プロジェクトの発足）[生物多様性の復元と持続的な地域づくり･協働三者のプロジェクトへの期待]

88 23 7 赤谷の森から ・赤谷プロジェクトの軌跡　第2回（プロジェクトの仕組）[主な取組の紹介（自然林回復試験）]

91 23 10 赤谷の森から ・赤谷プロジェクトの軌跡　第3回（主な取組）[渓流環境の復元（治山ダム中央部撤去）･猛禽類のモニタリング･赤谷の日・サポーター・環境教育・視察]

94 24 1 赤谷の森から
・赤谷プロジェクトの軌跡　第4回（赤谷の森管理経営計画書）[計画作成当初より協定3者が参加･生物多様性の保全と木材生産の両立を目指した森林の取り扱い
を記載・順応的管理について明記]

97 24 4 赤谷の森から ・赤谷の森のモニタリング活動　第1回（自然林復元試験地）[これまでの試験でわかったこと・新しい伐採試験地]・赤谷の森自然散策の実施

100 24 7 赤谷の森から ・赤谷の森のモニタリング活動　第2回（イヌワシとクマタカ）[風の精　イヌワシ・森の精　クマタカ]･赤谷の森自然散策の実施

103 24 10 赤谷の森から ・赤谷の森のモニタリング活動　第3回（ホンドテン）[テンの視点で森を見る・ボランティアで調査・今までに分かったこと]･「環境教育研修講座」が赤谷の森で行われ
ました106 25 1 赤谷の森から ・赤谷の森のモニタリング活動　第4回（渓流環境復元ＷＧの取組）[渓流環境とは・渓流環境の調査・渓流環境の調査を行って]･ブラジルからのお客様
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１５・８・２９ 上毛 国有林経営　新システム

１５・９・１１ 読売 改めます　伐採一辺倒

１５・９・１３ 読売 国有林共同管理

１６・１・１０ 朝日 森づくり共闘

１６・３・３１ 朝日 ２１世紀型林業国有林で模索

１６・３・３１ 上毛 新治の赤谷川渓流　行政・地域・保護団体が協定

１６・３・３１ 産経 国有林　復元推進へ協定

１６・４・６ 日刊木材 センターの設置で環境保全へシフト

１６・４・１４ 毎日 赤谷川の生物多様性復元計画

１６・４・２４ 読売 寸評　「共同管理」

１６・４・２８ 群建 赤谷プロジェクトが始動

１６・５・６ 日本農業新聞 住民と国有林管理

１６・５・９ 官庁速報 国有林を地元住民と共同管理

１６・７・１６ 上毛 子供達に里山体験を

１６・８・２ 読売 森の再生「民・官・ＮＧＯ」共同で探る

１６・９・１１ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１

１６・９・１８ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２

１６・９・２５ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　３

１６・１０・２ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　４

１６・１０・６ 上毛 理想の森へ前線基地

１６・１０・９ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　５

１６・１０・１６ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　６

１６・１０・２３ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　７

１６・１０・３０ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　８

１６・１１・６ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　９

１６・１１・１３ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１０

１６・１１・２０ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１１

１６・１１・２７ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１２

１６・１２・４ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１３

１６・１２・１１ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１４

１６・１２・１８ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１５

１６・１２・２５ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１６

１７・１・８ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１７

１７・１・１５ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１８

１７・１・２２ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　１９

１７・１・２９ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２０

１７・２・５ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２１

１７・２・１２ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２２

１７・２・１９ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２３

１７・２・２６ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２４

１７・３・５ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２５

１７・３・１２ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２６

１７・３・１９ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２７

１７・３・２６ 読売 ほっとサイエンス　赤谷の森から　２８

１７・３ 林野時報 ３月号

新聞・雑誌等掲載記事一覧

平成１５年度（２００３）　掲載記事一覧

平成１６年度（２００４）　掲載記事一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　

１７・５・１５ 上毛 活動拠点お披露目

１７・７・９ 読売 「赤谷の森」目標一歩づつ

１７・冬 森 冬号

１８・３・１８ 読売 フンから読み取る物語

１８・５・８ 読売 自然との共生学ぶ

１８・６・５～９ 読売 赤谷のクマ

１８・６・２６ 読売 スギ山を自然林に戻す

１８・７・１５ 上毛 利根実高生　生物多様性の復元学ぶ

１８・９・２ 上毛 自然と地域社会勉強　猿ヶ京児童

１９・２・２４ 毎日 治山ダム部分撤去

１９・３・８ 日経エコロジー ４月号　身近な自然保護へ活動をシフト　老舗が挑む国や住民との共同

１９・４・２ 毎日 治山ダム流れ緩める

１９・５・８ 上毛 赤谷の森　自然散策募集記事

１９・５・１２ 読売 赤谷の森　自然散策募集記事

１９・５・２７ 日経 森の生態系を守る（豊かな水辺　再生の試み）

１９・５・３１ 上毛 赤谷自然散策

１９・５・２８
～６・１

読売 赤谷のクマ（１）～（５）

１９・６・２６ 上毛 赤谷の森フォーラム　募集記事

１９・６・２９ 読売 赤谷の森フォーラム　募集記事

１９・７・１ 上毛 環境教室（沼田市・利根実）

１９・７・９ 上毛 赤谷の森フォーラム

１９・７ みなかみ町広報 募集記事

１９・８・４ 上毛 三国街道　フットパス化　第１回フットパスのワークショップ

１９・８・２７ 読売 ダム撤去　豊かな森再び

１９・８・２８ 上毛 森林と水との関係学ぶ　住民ら除伐作業体験

１９・８・２９ 日経産業新聞 自然「再生」の実験

１９・９・１１ 上毛 森の動植物歩いて観察　いきもの村体験（千葉市・稲毛中学校）

１９・１０・１３ 上毛 生態学び森林散策　（みなかみ町・猿ヶ京小学校）

１９・１０・３０ 読売 治山ダム撤去　共同で森再生

１９・１１・２ 上毛 赤谷の森自然散策

１９・１２・１９ 読売 赤谷プロジェクト　サポーター募集

２０・１・１５ 上毛 第４回　フットパスのワークショップ

２０・１・１７ 上毛 赤谷の森　自然散策募集記事

２０・１・２６ 読売 赤谷の森　自然散策募集記事

２０・２・１８ 上毛 環境教育セミナー

２０・３・２６ 上毛 「赤谷の森」で自然学ぶ　千葉市の教諭３０人が間伐

平成１７年度（２００５）　掲載記事一覧

平成１８年度（２００６）　掲載記事一覧

平成１９年度（２００７）　掲載記事一覧
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２０・３ Fly Fisher ３月号　林野庁管理下で初のダム撤去計画

２０・４・１６ 上毛 赤谷プロジェクト　パンフレット

２０・５・５ 上毛 赤谷の森　自然散策募集記事

２０・５・１０ 読売 環境教育　小出俣募集記事

２０・５・２２ 上毛 生物多様性の復元学ぶ　赤谷の森で放送大学

２０・６・２ 読売 木の上の「棚」クマの食堂

２０・６・１５ 上毛 赤谷プロジェクトを学ぶ　環境社会学会

２０・６・１５ 上毛 クマ、リスの生態観察(千葉市白井中）

２０・６・２４ 読売 イヌワシに聞く自然再生　　 　   1.協働

２０・６・２５ 読売 テンのフン　環境の縮図　 　 　 2.宝物

２０・６・２６ 読売 自然考える素晴らしい舞台　　 3.教育

２０・６・２７ 読売 自然林再生　クマと住み分け 　4.共生

２０・６・２８ 読売 エコと観光　豊かな国有林 　　 5.課題

２０・６・２８ 東京 群馬の国有林「赤谷の森」

２０・８・１５ 上毛 ムタコ沢の自然学ぶ　第３回ムタコの日

２０・９・９ 上毛 野鳥観察で環境学習　（沼田市・利根実）

２０・１０・９ 上毛 赤谷の森　プロジェクト　

２０・１０・２５ 上毛 赤谷の森　自然散策

２０・１１ のんびる １１月号　第４回　ムタコの日　募集記事

２０・１１  広報みなかみ １１月号　第４回　ムタコの日　募集記事

２０・１１・２ 朝日 渓流よ再び　ダム撤去

２０・１１・１６ 上毛 ダムくりぬき渓流復活

２０・１１・３０ 上毛 環境教育・関東ミーティング２００８ＡＫＡＹＡ　エコツーリズム学ぶ

２０・１２・１７ 林政ﾆｭｰｽ 第355号　みなかみ町で環境教育ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

２１・１・９ NIKKEI ONSTRUCTION 2009.1.9　”撤去”に踏み込む自然共生

２１・１・１０ 上州(放送大学群馬） 第30号　生物多様性保全と国有林管理

２１・２・３ 上毛 赤谷の森　自然散策　募集記事

２１・２・６ 群馬よみうり 赤谷の森　自然散策　募集記事

２１・２・１３ 上毛 みなかみ・新治小で環境教育会

２１・２・１９ 上毛 冬芽の観察学ぶ　みなかみ町で環境教育会

２１・３ 森林ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 「国民の森林」としての国有林の取組　環境教育・関東ミーティング２００８ＡＫＡＹＡ

２１・２，３ 地球のこども ２・３月号　ニッセイ緑の環境講座　「森林環境教育を学ぶ」シリーズ

２１・２，３ 地球のこども ２・３月号　第５回環境教育・関東ミーティング　2008AKAYA

２１・３・１５ 上毛 みなかみ町・新治中で環境教室

２１・３・１９ 上毛 豊かな自然知って　中学教諭に講習会（高原千葉村）

２１・５・８ 群馬よみうり 赤谷の森　自然散策　募集記事

２１・５・１３ 上毛 赤谷の森　自然散策　募集記事

２１・５・２２ 上毛 生物の多様性学ぶ　放送大学赤谷の森で授業

２１・５・２２ 読売 次世代へ大切な自然つなぐ　赤谷プロジェクトサポーター(小鮒氏）

２１・５・２４ 上毛 みなかみ町・新治中　環境教育

２１・６・２ 上毛 赤谷の森　自然散策

２１・６・８ 上毛 子供の環境意識育成を（地域協議会　長浜氏）

２１・６・２１ 上毛 沼田市・利根実　環境教育

２１・７・１０ 上毛 赤谷の森で自然体験を（ムタコの日）

２１・７ 土木学会誌 ７月号　協働による渓流環境の復元の試み

２１・８・１ 朝日 森の機能を学び地域交流の集い(ムタコの日）

平成２０年度（２００８）　掲載記事一覧

平成２１年度（２００９）　掲載記事一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　

２１・８・６ 上毛 ムタコ沢の自然を知って（ムタコの日）

２１・８・１０ 上毛 自然の中で環境教育　（みなかみ町・新治小）

２１・８ リバーポリシーネットワーク Vol.７　赤谷プロジェクトにおける治山ダム撤去計画と科学的取り組み

２１・８・２５ 上毛 新治の国有林で水生昆虫観察を（ムタコの日）

２１・９・３ 上毛 防災と環境両立へ（治山ダム）

２１・９・５ 毎日 治山ダム撤去始まる

２１・９・１５ 上毛 親子で水生昆虫探し（ムタコの日）

２１・９・３０ ＰＪ news 治山ダムを撤去し、自然の姿回復へ＝群馬・茂倉沢で全国初の試み

２１・１０ 現代林業 １０月号　森林と水　第２０回

２１・１０ 林政ニュース 第373号　群馬県「赤谷の森」で治山ダム撤去を開始

２１・１０・２４ 上毛 みなかみ町・新治小　野生動物観察にカメラ

２１・１０・２７ 毎日 治山「２号ダム」　撤去作業が本格化　茂倉沢

２１・１０・２７ ＹＡＨＯＯ ダム撤去、自然回復へ・・・群馬・みなかみで工事開始

２１・１０・２７ 朝日 渓流再生めざしダム撤去始まる

２１・１０・２７ 朝日 自然再生試み注目　治山ダム撤去開始

２１・１０・２８ 読売 ダム撤去、自然回復へ　みなかみ・茂倉沢で工事開始

２１・１１・６ 上毛 オピニオン２１　新委員抱負　（赤谷センター所長）

２１・１１・１１ 上毛 清流と防災　共存へ改修　みなかみの治山ダム

２１・１１・１１ 読売 撤去中のダム公開

２１・１１・１１ 毎日 治山ダム撤去説明会

２１・１１・１１ 朝日 治山ダム撤去を公開

２１・１１ 週刊プレイボーイ 11/30号　自然のために、壊すダムあり

２１・１１・２５ 上毛 オピニオン２１　官民協働で森づくりを　（赤谷センター所長）

２１・１１・２６ 朝日 消えたイヌワシ　人間にも価値高い生息環境

２１・１１・２０ 週刊金曜日 ７７６号　日本初　群馬・みなかみ町で治山ダムを撤去

２１・１１・２９ 産経 保護活動で知った自然の豊かさ（法師温泉岡村さん）

２１・１２・９ 林政ニュース 第378号　ルポ　初の治山ダムｊ撤去完了、「赤谷プロジェクト」の成果

２１・１２・１０ しんぶん赤旗 治山ダムの一部撤去

２１・１２・１９ TORNUS（旅ジャーナル） №１６　観光と自然保護の共生は可能か。群馬県の「赤谷プロジェクト」を例題にして考える

２２・１・１ 毎日 森　回復に挑む先進地

２２・１・２２ 上毛 オピニオン２１　視点（赤谷センター所長）

２２・１・２９ 上毛 自然観察で環境教育（2/14赤谷の森自然散策）

２２・１・３０ 東京 生態系保護へ　小規模ダム撤去

２２・２－３ マイECO ２月・３月号　vol.13　住民、自然保護協会、林野庁が協働で森づくり

２２・２・１９ 上毛 樹木の特徴や見分け方学（2/14赤谷の森自然散策）

２２・３・８ 上毛 野生動物の生態紹介　みなかみ町・新治小学校

２２・３・１８ 上毛 オピニオン２１　視点（赤谷センター所長）

２２・３・１９ 上毛 中学教諭ら　自然学ぶ　千葉の１９人が講習

２２・３ 道21世紀新聞 「赤谷プロジェクト」持続的な地域作り目指し

２２・４・１６ 読売 森の生態カルタで学ぼう

２２・春-夏 Think　the　Earth　Paper vol.6　ダムを壊すという初めての選択（治山ダム撤去）

２２・５・４ 上毛 「赤谷の森」を散策しませんか　（募集記事）

２２・５・７ 上毛 「赤谷の森」整備　住民参加で計画策定

２２・５・１５ 上毛 オピニオン２１　（前・赤谷センター所長）

２２・５ 上州(放送大学群馬） 第３６号　面接授業「生物多様性保全と国有林野管理」の現地案内からのメッセージ

２２・５ Ｒｉｎｙａ №３８　赤谷プロジェクト生物多様性復元を目指す協働・連携の取組

平成２１年度（２００９）　掲載記事一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２２年度（２０１０）　掲載記事一覧　　　　
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２２・５・３１ 上毛 赤谷の森観察や環境管理など学ぶ（放送大面接授業）

２２・７・８ 上毛 動植物の生態を14人歩いて学ぶ　みなかみ・「赤谷の森」

２２・７・１５ 上毛 オピニオン２１　（前・赤谷センター所長）

２２・７・３０ 建設通信新聞 地域、環境、動物との共生ダム中央部撤去を決断

２２・８・１７ 上毛 カラマツの間伐体験　みなかみ　ムタコ沢に３５人

２２・８・２５ 日経 生物多様性を学ぶ

２２・８・３０ 上毛 オピニオン２１　（前・赤谷センター所長）

２２・９・２５ 上毛 守るのは今　生物多様性に向けて　５（赤谷の森）

２２・１０・８ 朝日 治山ダム撤去後１年たち見学会

２２・１０・１３ 上毛 生物多様性へ理解を　「赤谷の森」プロジェクト　企業担当者ら成果見学

２２・１０・１６ 日経 群馬のブランド　赤谷の森（みなかみ町）　生物多様性復元と地域づくり進める

２２・１０・２３ 上毛 森林の性質学ぶ　（ムタコの日）

２２・１０・２４ 上毛 オピニオン２１　（前・赤谷センター所長）

２２・１１・２ 上毛 林道歩き植生学ぶ　みなかみ（赤谷の森自然散策） 11/3訂正

２２・１１・４ 上毛 山を下りる動物　②

２２・１１ 治山林道広報 ２０１０．１１　ｖｏｌ.3　赤谷の森と機械化センターで現地研修会（治山ダム部分撤去）

２２・１２ リバーポリシーネットワーク vol.8　赤谷プロジェクト視察　２００９～２０１０

２２・第６３回 九州弁護士会連合会 定期大会　報告書　他の地域での生物多様性保全の取り組み

２３・１・１ 毎日 森・回復に挑む先進地

２３・１・１９ 上毛 冬の森、動物学ぼう　（募集記事）

２３・１・３１ 読売 広葉樹林　自然に復元

２３・２・１ 上毛 ２０００ヘクタール　天然林に転換

２３・２・１ 毎日 「赤谷の森」5カ年計画案

２３・２・１ 朝日 森　自然の力で再生

２３・２・２ 上毛 三山春秋

２３・２・２０ 日経 脱ダムで森林再生モデルに

２３・２・２１ 上毛 樹木の冬芽　観察（赤谷の森自然散策）

２３・２・２１ 朝日 春にはほころぶ　冬芽の観察（赤谷の森自然散策）

２３・２・２８ 上毛 参加促す取り組みを

２３・４・５ 上毛 赤谷プロジェクトで考えよう（募集記事）

２３・４・１４ 上毛 森林保全活動　参加を　（ぐんま緑のインタープリター協会）

２３・５・１１ 上毛 赤谷の森で自然観察会（募集記事）

２３・５・３０ 上毛 生物の多様性学ぶ（放送大学）

２３・７ トランヴェール7月号 赤谷、新時代の森を歩く

２３・７・４ 上毛 自然林復元に参加を　みなかみ「赤谷の森」１６、１７日に調査会（日本自然保護協会）

２３・７ 広報みなかみ ７月　№６９　赤谷プロジェクトをご存じですか？

２３・７・１８ 上毛 自然林の復元学ぶ　みなかみ　赤谷の森　植生調査の基本実習

２３・１０・４ 上毛 ガイドと共に　赤谷の森散策（募集記事）

２３・１２・２１ 上毛 オピニオン２１　（長島成和さん）　中国緑化報告①

２４・１・１３ 上毛 「赤谷の森」で自然観察会（募集記事）

２４・２・２５ 上毛 赤谷の森　自然観察会　動物の足跡を観察

２４・２・２６ 読売 「赤谷プロジェクト」登場　群馬大

平成２３年度（２０１１）　掲載記事一覧　　　　

平成２２年度（２０１０）　掲載記事一覧　　　　

２４・５・６ 上毛 新緑楽しみ動植物観察（赤谷の森　自然散策・募集記事）

２４・６・４ 毎日 地元から地域の魅力発見　　群馬「赤谷の森」

２４・６・２２ 上毛 赤谷の森の環境学ぶ　みなかみで自然散策（赤谷の森　自然散策）

２４・８・２４ 上毛 ダム潜入　秘密分かった　本県と東京の親子　水の”ふるさと”体験

２４・１０・７ 上毛 紅葉の林道散策　（赤谷の森自然散策　募集）

２４・１０・１１ 上毛 玉原の自然守れ　沼田　外来植物の防除作業

２４・１０・１９ 上毛 サルの群れ追跡　みなかみ　電気柵や桑畑観察

２４・１０・３１ 上毛 自然林復元を見学　みなかみ　赤谷の森

２４・１１・２７ 上毛 林道散策で動植物学ぶ（赤谷の森自然散策）

２５・１・５ 上毛 豊かな生態系　守って活用を

２５・１・１６ 上毛 ラムサール条約　登録へ本格調査　（新年度から中之条町　15年目指し準備）

２５・１・２５ 上毛 「赤谷の森」活動報告会　（H25年1月27日）

２５・１・２９ 上毛 赤谷の森守ろう　（「赤谷の森」活動報告会）

２５・１・２９ 朝日 シカ食害「対策を」　みなかみ　赤谷の森巡り報告

２５・１・３１ 上毛 「赤谷の森」で観察会（募集）

２５・３号 山と渓谷 赤谷プロジェクトを支える人々　水源「赤谷の森」を守る

２５・２・２２ 上毛 冬芽の観察方法　森林散策し学ぶ

平成２４年度（２０１２）　掲載記事一覧　　　　
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年度 報告書タイトル 受託者 備考

緑の回廊モニタリング調査

　赤谷プロジェクト自然環境モニタリング基本方針

赤谷プロジェクト緑の回廊モニタリング調査

　三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）自然環境モニタリング「緑の回廊」のモニタリング手法研究

赤谷プロジェクト緑の回廊モニタリング調査

　三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）自然環境モニタリング「緑の回廊」のモニタリング手法研究

年度 報告書タイトル 受託者 備考

自然再生推進モデル事業報告書

　赤谷プロジェクト自然環境モニタリング予備調査

自然再生推進モデル事業報告書

　三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）自然環境モニタリング　体制整備と試行開始

自然再生推進モデル事業報告書

　三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）自然環境モニタリング　活動成果蓄積システムの構築

自然再生推進モデル事業報告書

三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）

平成23年度三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）推進事業報告書 （財）日本自然保護協会

平成24年度三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）推進事業報告書 （財）日本自然保護協会

（財）日本自然保護協会

平成20年度三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）推進事業報告書 （財）日本自然保護協会

平成22年度三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）推進事業報告書 （財）日本自然保護協会

平成21年度三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（赤谷プロジェクト）推進事業報告書 （財）日本自然保護協会

平成19年度

平成16年度 （財）日本自然保護協会

平成17年度 （財）日本自然保護協会

平成18年度 （財）日本自然保護協会

平成18年度 （財）日本自然保護協会

赤谷プロジェクトに関する報告書等

平成16年度 （財）日本自然保護協会

平成17年度 （財）日本自然保護協会
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年度 報告書タイトル 受託者 備考

平成23年度　新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査　報告書

　群馬県利根郡みなかみ町相俣三国峰国有林２２５林班外

年度 報告書タイトル 執筆者等 備考
(株)　コクド

（社）日本林業技術協会

関東森林管理局

作成

赤谷プロジェクト　赤谷の森・基本構想（2010年3月） 赤谷プロジェクト

　～生物多様性と社会の持続のために、森のあるべき姿をとりもどす～ 作成

㈱緑化技研

赤谷プロジェクト

作成

高橋剛一郎

井口英道

平成19年 渓流生態系の保全に資する治山事業のモデル的実施について

砂防学会誌
Vol.64、No5

平成22年度

平成23年度平成23年度　赤谷プロジェクトエリア内の歩道調査事業報告書

平成23年度南ヶ谷湿地保全管理計画　２０１１

平成24年度渓流環境の復元を目的に加えた治山事業の計画と施工－茂倉沢における試み－

平成5年度 三国高原猿ヶ京森林空間総合利用整備事業に係る森林施業等への影響調査報告書（平成5年6月）

平成21年度平成21年度　新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査　報告書（平成22年3月） 応用地質（株）

平成21年度平成21年度　新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査　調査報告書（平成22年3月）　別冊（委員会議事録） 応用地質（株）

平成22年度平成22年度　新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査（平成23年3月）　報告書 応用地質（株）

平成23年度 国土防災技術（株）

平成19年度新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査　調査報告書（平成19年12月）　別冊（委員会議事録）  （財）林業土木コンサルタンツ

平成20年度平成20年度　新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査　報告書（平成21年3月）（調査計画編） 国土防災技術（株）

平成18年度新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査　調査報告書（平成19年3月）　別冊（委員会議事録）  （財）林業土木コンサルタンツ

平成19年度新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査　調査報告書（平成19年12月）  （財）林業土木コンサルタンツ

平成17年度新治地区茂倉沢治山事業全体計画作成調査　調査報告書（平成18年3月）  （財）林業土木コンサルタンツ

平成18年度新治地区茂倉沢治山事業施設整備計画調査　調査報告書（平成19年3月）  （財）林業土木コンサルタンツ
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自然環境モニタリング会議及び各ＷＧ活動の研究論文・研究発表 等 

 
＜自然環境モニタリング会議＞ 

年月 雑誌名／会合名 等 タイトル 執筆者／発表者 

2012/3 日本生態学会第 59 回，大津-自由集会
（3/17） 

官民協働による新しい国有林管理～生物多様性復元と持続的な地域づく
りを目指した「赤谷プロジェクト」8 年間の成果と今後の課題～趣旨説明：
「赤谷プロジェクト」国有林管理のための意思決定・官民協働の枠組み 

亀山章 

2012/3 日本生態学会第 59 回，大津-自由集会
（3/17） 

赤谷の森の植生の現状評価と森林管理への反映 長池卓男 

2012/3 日本生態学会第 59 回，大津-自由集会
（3/17） 

イヌワシ・クマタカを指標とした生態系評価と、森林管理への反映 山﨑亨 

2012/3 日本生態学会第 59 回，大津-自由集会
（3/17） 

ほ乳類を指標とした生態系評価 藤田卓 

 
＜植生管理ＷＧ＞ 

年月 雑誌名／会合名 等 タイトル 執筆者／発表者 

2012 Forest Ecology and Management 
283(1) :48–55 

Interactive influences of distance from seed source and management 
practices on tree species composition in conifer plantations 

Takuo Nagaike, Taku Fujita, Seiichi 
Dejima, Tsunehide Chino, Seiji Matsuzaki, 
Yoichiro Takanose, Kazuaki Takahashi  

2011 Forest  Ecology and Management 
262(7):1280-1288 

Effects of management, environment and landscape conditions on 
establishment of hardwood seedlings and saplings in central Japanese 
coniferous plantations. 

Hirata, A., Sakai,T., Takahashi, K., Sato,T., 
Tanouchi, H., Sugita, H. & Tanaka, H. 

2010/3 第 121 回日本森林学会大会 関東の針葉樹人工造林地における伐採方法が広葉樹天然更新に及ぼす影
響 

塚田夢人 他 

2010/3 東京農工大学修士論文 ＊自然林復元試験地（カラマツ林）における伐採実験 塚田夢人 

2009/3 東京農業大学卒業論文 スギ人工林に天然更新した広葉樹の種組成に保残帯からの距離 
と土地利用前歴が及ぼす影響 

井上歩 

2012/6 現代林業（552）:38-42 お役に立ちます!最新研究紹介 冷温帯におけるスギ人工林皆伐後の森林
更新 : 埋上種子の樹種構成 

酒井武、高橋和規、杉田久志 

2011/3 東京農業大学卒業論文 スギ人工林に天然更新した広葉樹の成長パターン 小川智也 

2012/10 第 2 回関東森林学会大会口頭発表 スギ人工林に天然更新した広葉樹の成長パターン 小川智也 

2013/3 第 124 回日本森林学会大会ポスター発
表 

カラマツ人工林内において天然更新した広葉樹の更新時期および成長過
程 

小川智也 

2008/3 東京農工大学卒業論文 人工林の伐採跡地の植生回復に関する研究 田中裕 卒論 

資-19 
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＜猛禽類ＷＧ＞ 

年月 雑誌名／会合名 等 タイトル 執筆者／発表者 

2008/9 日本鳥学会・自由集会（9/13） イヌワシ・クマタカを象徴とした森林生態系の保全管理： 赤谷プロジェ
クトの紹介と最近の繁殖状況、森林整備との関係 

辻村千尋 他 

 
 
＜ほ乳類ＷＧ＞ 

年月 雑誌名／大会名 等 タイトル 執筆者／発表者 

2012/11 群馬県立自然史博物館研究報告（16）：
131-144 

群馬県みなかみ町のコウモリ類 佐々木尚子、三笠暁子、福井 大、吉倉智子、

水野昌彦、今井英夫、大沢啓子、大沢夕志、佐

藤顕義、野口郊美、本多宣仁、峰下耕、藤田

卓、出島誠一 

2007/5 日本生態学会九州支部（地区）大会 夏緑林におけるテンの食性の地域差～北部九州と関東周辺～ 足立高行・荒井秋晴・桑原佳子 

2008 「水源地生態研究会議 森林生態研究
委員会」10 周年記念報告 

森林環境評価のための指標種としてのテン Martes melampus の役割 荒井秋晴・足立高行・桑原佳子他． 

2012 ＳＡＤＯ環境科学研究所報告 佐渡トキ野生復帰ステーション周辺におけるテン及びホンドイタチの糞
分析による採餌傾向の解析 

足立高行・桑原佳子．川上藍・後藤
唯 

2011/9 日本ほ乳類学会大会 群馬県赤谷地域におけるホンドテンの生息地選択～主要な餌植物の分布
との関連性～ 

星野莉紗、藤田卓、足立高行、金子
弥生 

2012/3 日本生態学会第 59 回，大津 The circadian activity pattern of sympatric forest mammals in cetral 
Japan 

Hoshino, L., Fujita, T., Kaneko, K. 

2008/3 東京農工大学卒業論文 野生動物の空間利用における林分構造・景観構造の関係 渡辺晶 

 
＜渓流環境復元ＷＧ＞ 

年月 雑誌名／大会名 等 タイトル 執筆者／発表者 

2011/3 プロ・ナトゥーラ・ファンド第 16 期助
成成果報告書 

砂防堰堤撤去による渓流植生復元のためのモニタリングおよび回復評価
手法の開発 

吉川正人、林雄太 

2011/3 日本生態学会第 58 回全国大会，札幌 群馬県赤谷川上流域における治山堰堤の設置とその破損が渓畔植生に与
える影響 

林雄太、吉川正人、藤田卓 

2010/3 日本生態学会第 57 回全国大会、東京  治山ダムによって土砂送流が抑制された渓流の植生分布 ～AKAYA プロジ
ェクト治山ダム撤去対象地・茂倉沢の事例～ 

林雄太、吉川正人、藤田卓 

2009 土木学会誌,第 94 巻 7 号,22-24 頁 協働による渓流環境の復元の試み-赤谷プロジェクトにおける新たな治山
事業 

茅野恒秀 

2012/1 砂防学会誌、第 64 巻 第 5号(通巻 298
号) 

渓流環境の復元を目的に加えた治山事業の計画と施工 : 茂倉沢における
試み 

高橋剛一郎、井口英道 
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2009/1 日経コンストラクション 1 月 9 日号: 
62-71 

新潮流 ”撤去” に踏み込む自然共生－治山・砂防施設も防災偏重から生
物多様性との両立へ.  

松浦隆幸 

2010/1 日経コンストラクション 1 月 22 日号: 
13-17 

人間ドキュメント タブーに向き合い治山ダムを撤去--防災機能と渓流環
境の両立を目指す推進役に 

松浦隆幸 
 

2009/8 現代林業 2009 年 8 月号 森と水--森林管理の現場から(第 20 回)国有林の共同管理と治山ダム部分
撤去--利根川源流・赤谷プロジェクトの挑戦 

蔵治光一郎 

2011/9 川と湖を見る・知る・探る陸水学入門
（日本陸水学会 編） 

官民一体となった流域管理―赤谷プロジェクトの挑戦とその波及 藤田卓、朱宮丈晴 

2013/3 愛知工業大学河川・環境研究室卒業研
究論文集, 2012 年度: 14－1-13. 

砂防堰堤・治山堰堤がある山地渓流における底生動物の調査．  兵藤 峻基 

2013/3 愛知工業大学河川・環境研究室卒業研
究論文集, 2012 年度: 10－1-7. 

赤谷川（群馬県）・矢作川・名古屋東部丘陵の河川における底生動物各種
と河床の安定度との関係. 

近藤高弘 

2013/3 愛知工業大学河川・環境研究室卒業研
究論文集, 2012 年度: 9－1-9. 

赤谷川（群馬県）・矢作川・名古屋東部丘陵の河川における底生動物群集
と河床の安定度との関係.  

松井寛幸 

2012/3 愛知工業大学河川・環境研究室卒業研
究論文集, 2011 年度: 6 班－1-12. 

砂防堰堤・治山堰堤が底生動物に与える影響.  松井拓也・水田哲平 

2011/3 愛知工業大学河川・環境研究室卒業研
究論文集, 2010 年度: 5 班－1-10. 

砂防堰堤・治山堰堤が底生動物に与える影響. 中島健太・中村亮介・後藤信総 

 
＜その他＞ 

年月 雑誌／大会／著書 等 タイトル 執筆者／発表者 

2008/3 東京農工大学 農学部 卒業論文 働型国有林管理プロジェクトにおける地域づくりの課題と展望－赤谷プ
ロジェクト旧三国街道フットパス網計画を事例として－ 

南部さやか 

2011/3 東京農工大学 農学部 修士論文 官民協働型森林管理における地域環境ガバナンスの実態と課題        
～赤谷プロジェクトを事例として～ 

林あかね 

2009 環境社会学研究 第 15 号,25-38 頁． プロジェクト・マネジメントと環境社会学 : 環境社会学は組織者になれ
るか,再論 

茅野恒秀 

2009 よくわかる環境社会学 「赤谷プロジェクト」 茅野恒秀 

2011 環境社会学 第６章「自然保護問題」 茅野恒秀 

2012 法政大学 社会科学研究科 博士論文 環境問題解決過程における政策課題設定のメカニズムに関する研究 
～自然保護問題の解決過程と制度変革の検討を通じて～ 

茅野恒秀 

2005 森づくりフォーラム第 106 号,10-11
頁. 

行政と自然保護 NGO との国有林野『共同管理』 赤谷プロジェクト 茅野恒秀 

 
 

資料作成：㈶日本自然保護協会 
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年 月 発刊数

2009 7 創刊号 （仮）おはよう

2009 8 2 旧三國街道

2009 9 3 ～旧新治郷

2009 10 4 ～ふりかえれば

2009 11 5 おはよう『

2009 12 6 11月・12

2010 1 7 コラム　『動物

2010 2 8 2009年度

2010 3 9 1月・2月の

2010 4 10 3月の地域協議会定例報告

2010 5 11 2009年度

2010 6 12 5月の地域協議会定例報告/5月

2010 7 13 地域協議会定例報告/6月

2010 8 14 7月の活動報告

2010 9 15 7・8月の活動報告

2011 春号 16 コラム～地域協議会会長

2011 夏号 17 コラム◎「

2011 夏号 号外 2010年9

2011 秋号 19 「ムタコの

おはよう
主な記事

おはよう『カワガラス』に寄せて

旧三國街道フットパス網計画/猿ヶ京を探そう

旧新治郷の姿　農業～

ふりかえれば未来～

『カワガラス』とは･･･

・12月の地域協議会定例報告

動物の足跡』　長浜陽介

2009年度　第1回　企画運営会議が開催されました＊

の地域協議会定例報告

地域協議会定例報告

2009年度　第2回　企画運営会議報告/4月の地域協議会定例報告＊

地域協議会定例報告/5月の活動報告

地域協議会定例報告/6月の活動報告

活動報告

活動報告

地域協議会会長より～岡村興太郎/「これからの森」長浜陽介

「歴史散歩から三国を超えた人々～」　林　泉/「赤谷の森の見どころ」松井　ほか

2010年9～12月赤谷の日　ほか

ムタコの日」森林再生講座開始される/2011年2～3月赤谷の日　ほか

おはよう『カワガラス』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤谷プロジェクト

ほか

プロジェクト地域協議会 

資-20 
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